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5　1ベトナムは 17 世紀から 18 世紀末まで、中部のクァンビン（広平）省のザイン河を境線に、
ダンゴアイ（クァンビン省以北、トンキンとも呼ばれる）と、ダンチォン（クァンビン〔広平〕
省からフエン〔富安〕省までの地域、ナムハー〔南河〕とも呼ばれる）に分裂していた。
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版社のベトナム語翻訳、2007 年、42 頁］。　
7　1Docteur Albert Sallet. Les Laquages des dents et les teintures dentares chez les Annamites, Bulletin des 
Amis du Vieux Hue. 4, 1928.10–12, p. 235.［アルバート・サリット「安南人のお歯黒技術とその薬」









　筆者は 1996 年 8 月にベトナム北部のナムディン省タインロイ郡バックコック村
でお歯黒をしている 5 人の農民にインタビューした。その後、2005 年から 2008 年
までハノイ市ドゥオンラム村で20人、2011年 8月に中部のトアティエンフエ省フォ
クティク村で 2 人、2011 年 8 月に南部のドンナイ省フホイ村で 3 人と、それぞれ
お歯黒についてインタビューを行った。インタビューに答えた 30 人はいずれも 70
歳以上の年配者である。そのうちで、男性は 4 人、女性は 26 人である。


























12　アルバート・サリット「安南人のお歯黒技術とその薬」前掲書、238 ～ 239 頁。







































14　アルバート・サリット「安南人のお歯黒技術とその薬」前掲書、244 頁、246 ～ 247 頁。








































17　同上、58 ～ 70 頁。













































西は中国南部とインド南部である。インドシナではこの習慣は北緯 25 度 35 分を超
えない1
22
」と記した。現在ベトナムの北端は北緯 23 度 23 分に位置するハザン省ドン
































21　原三正『お歯黒の研究』前掲書、12 ～ 13 頁。
22　ピエール・ユアール／モーリス・デュラン『ベトナムに関する知識』前掲書、170 頁。
23　アルバート・サリット「安南人のお歯黒技術とその薬」前掲書、226 頁。
24　原三正『お歯黒の研究』前掲書、94 ～ 97 頁。








































ダンゴアイ地域の人々は檳榔の実が好きである。1 日に檳榔の実を 100 個噛む人も
26　ピエール・ユアール／モーリス・デュラン『ベトナムに関する知識』前掲書、170 頁。





29　1William Dampier. Voyages and Discoveries. The Argonaut Press, 1931.［ウィリアム・ダンピア著『航
海と発見』アルゴノートプレス、1931 年、世界出版のベトナム語翻訳、2007 年、42 頁］。













































33　香登お歯黒研究会編『香登お歯黒』前掲書、147 ～ 153 頁。







































































37　 John Barrow. A voyage to Cochinchina in the years 1792–1793. London, 1806, p. 81.1［ジョン・バロー
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